
 



 

 

  



講評 

1.二酸化炭素に関する問題 

問 4(ⅱ)の炭酸ナトリウムの水酸化物イオン濃度を求める問題は、初見では厳しいだろう。問 5(ⅳ)はブランクテ

ストであることが分かれば書けたと思われる。(ⅴ)は状況把握が難しいため、時間内に解くのは難しいだろう。 

2.アンモニアに関する問題 

 問 1、問 2 は標準問題で、確実に得点しておきたいところ。問 3 は窒素の原子価が 3 であることに注目すれば、

②④⑤が共有結合であることが分かるはず。 

3.アルカンの融点・沸点に関する問題 

 表を読み取るだけなので、ここは確実に得点したい。 

4.芳香族化合物の反応経路の問題 

 見かけない物質を扱ってはいるが、問題文で丁寧に誘導されているので解いておきたい。 

 

難易度は例年並み。時間はかなり厳しいので、大問 1・2 で差がついただろう。ボーダーは 5 割 5 分程度になると

思われる。 

  


